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市民協働・共創事業提案制度の再構築の検討について 

 

１.提案しやすい工夫・制度の再構築 

　課題：本市の制度は、市民と行政の協働による提案を前提としている。制度構築から 10年以上経過して

おり、「市民協働・共創事業提案制度」として、令和５年に再構築を行ったが、新たな提案団体が

減少している状況にある。 

　検討：今後、新たな団体が主体的に取組む活動に対して、助成する制度への再構築を検討する。 

　　　　地域まちづくり協議会設立に繋げるため、テーマ型団体と地縁型団体の連携を促進する提案部門

を設けることを検討する。 

 

 

 （現状）阪南市 箕面市 泉大津市 豊中市 【案】（今後）阪南市

 制度名 市民協働・共創

事業提案制度

夢の実支援金（みの

お市民活動支援金）

制度

がんばる市民公益活動応援

補助金制度 

（補助）

市民公益活動推進

助成金制度（補助）

（仮）市民共創まちづ

くり助成金制度（補

助）

 提案部

門

①市民自由提

案部門（補助・

委託）　 

①立ち上げ応援コ

ース（補助） 

１年間、１回まで 

10 万円（支援対象経

費の４分の３）まで

①自立促進事業補助金（ス

タートアップ支援） 

５年まで（補助率 10/10） 

条件：設立して５年未満の

団体

①初動支援コース 

１年間、２回まで 

15 万円（助成対象経

費の４分の３）まで

①（仮）チャレンジ応

援【新】 

１年間、１回まで 

５万円まで

 ②発展応援コース

（補助） 

３年間、同一事業同

コース３回まで 

80 万円（支援対象経

費の 75％以下）まで

②協働連携事業（複数団体

による協働を支援） 

３年まで、20 万円まで（補

助率 10/10）

②自主事業コース 

１年間、３回まで 

50 万円（助成対象経

費の２分の１）まで 

 

活動に取り組んで

おおむね１年以上

の活動を支援

②（仮）発展応援 

３年まで 

１年目：10 万円（支

援対象経費の 4/5）

まで 

２年目：6.7 万円（支

援対象経費の 3/5）

まで 

３年目：3.3 万円（支

援対象経費の 2/5）

まで

 ③公益活動活性化を支援す

る補助事業 

２年まで、10 万円まで

③地域連携支援（複

数のテーマ型団体と

地縁型団体の連携

を促進）【新】１年間、

１回まで、10 万円ま

で

 ④人材育成を支援する事業 

３年まで、10 万円まで

 ② 市 設定テ ー

マ部門（委託）

 

－

 

－

 

－

 

－

 備考 ③自治会活動応援

コース（補助・書類

審査）

⑤校区協議会事業（まちづ

くり協議会への支援）

④地域運営推進事

業補助金（補助・書

類審査）

資料３-２
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２.選定・審査の方法 

課題：新しい団体、活動を開始して間もない団体にとっては、プレゼンテーションによる説明は、ハー

ドルが高いと考えられる。「①チャレンジ応援」コースへの提案団体については、選定方法を検

討する必要があると考える。（他市においては、審査会から助言をもらう機会として、書類選考

のみを行っている自治体もある。） 

検討：審査員の構成については、学識経験者等、外部の専門家による審査を行うことを検討する。 

 

２－１　・審査形式について 

 

２－２　審査会の構成 

 

 阪南市（現状） 箕面市 泉大津市 豊中市 【案】（今後）阪南市

 １

次

審

査

書類審査 書類審査 書類審査 書類審査 書類審査

 ２

次

審

査

公開プレゼンテー

ション（団体・行政

で 20 分）、 

審査会は非公開 

（対面のみ）

公開プレゼンテーシ

ョン（5分）、 

審査会は非公開 

（対面のみ）

公開プレゼンテーシ

ョン（10 分）、 

審査会は非公開 

（オンライン併用）

公開プレゼンテーシ

ョン（10 分） 

審査会は非公開 

（対面のみ）

公開プレゼンテーシ

ョン（10 分）、 

審査会は非公開 

（対面のみ）

 阪南市（現状） 箕面市 泉大津市 豊中市 【案】（今後）阪南市

 審

査

会

の

構

成

学識、有識者、市

民活動センター代

表、社会福祉協議

会からの推薦人、

公募市民 

市民協働推進委

員会提案審査部

会委員による審査

（５名）

中間支援組織の代

表、国際交流団体代

表、学識、専門家（コ

ンサルタント（４名）

による審査

学識、有識者、NPO

団体代表（４名）に

よる審査

NPO 団体代表、市民

公益活動団体代表、

学識、公募市民 

市民公益活動推進協

働推進委員会助成金

提案審査部会（４

名）による審査 

市民協働推進委員

会提案審査部会か

ら、学識２名と市民

活動センター１名　

計３名による審査
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３.成果の共有方法 

　・成果の報告方法 

　　課題：成果報告会については、各自治体においても実施している。 

　　　　　リアル参加だけでなく、誰でも視聴できるよう、ＷＥＢサイトに YouTube を掲載。 

　　　　　制度の周知方法として、制度啓発用のロゴマークの使用を可能としている。 

検討：多くの方に関心を持っていただけるような手法を検討します。 

 

 

４.その他 

４－１ 

　課題：提案団体へのフォローアップ（伴走支援） 

　　　　　市民活動センターにおいても相談できるような、市と連携体制を強化することが課題である。 

　　検討：市民活動センターとの効果的な連携方法を検討します。 

　　　　　　 

 

４－２ 

　課題：財源確保について、市民協働・共創事業推進のための、安定した財源の確保が課題である。 

　検討：クラウドファンディング、企業版ふるさと納税による寄附金等の活用。 

 

 

 

 阪南市（現状） 箕面市 泉大津市 豊中市 【案】（今後）阪南市

 報

告

方

法

事業報告会 

（公開）

事業報告会 

（公開）

事業報告会 

（公開）

事業報告会 

（公開）

事業報告会 

（公開）

 阪南市（現状） 箕面市 泉大津市 豊中市 【案】（今後）阪南市

 伴

走

支

援

市民活動センター

での相談受付、種

シートの用意、担

当課からの助言

等

市民活動センター専

門家によるコンサル

ティングオプション

市民活動センターに

よる講座の開催・プ

レゼン講座、申請書

の書き方講座 

希望団体へ個別募集

説明会、担当課との

事前意見交換会事業

報告会 

市民活動センター

での相談受付、種

シートの用意、担当

課からの助言等 

 阪南市（現状） 箕面市 泉大津市 豊中市 【案】（今後）阪南市

 財

源

確

保
一般財源

各種団体の補助金を

統合した基金を創設

（事業費は、市民活

動活動センターの指

定管理料にて運営）

がんばろう基金 

（ふるさと納税活

用）

とよなか夢基金 

（ふるさと納税活

用）

クラウドファンディン

グ、企業版ふるさと

納税による寄附金

等


